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縄
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商
業
の
本
質
及
び
商
業
経
済
事
に
就
い
て

崎
市
三
十
巻

a

ー
、
=

-

p

f

J
ノ

第

日産

一
八
六

商
業
の
本
質
及
び
一
商
業
経
怖
亭
に
就
て

|
|
商
業
経
倍
率
ご
商
業
経
済
事
ご
の
研
究
針
象
に
閉
す
る
一
考
察
ー
ー

谷

口

士口

彦

終
済
治
却
と
経
済
政
泉
、

経
山
内
日
経
済
摩
と
闘
民
一
作
湾
問
中

商
業
前
朝
比
び
同
議
終
品
…
鼠
干

四

商
業
同
出
品
融
持
品
ぴ
商
業
綾
滑
血
中

-， 

経
演
活
動
ミ
経
済
現
象

従
来
商
業
製
又
は
商
事
内
名
を
以
っ
て
呼
ば
れ
て
来
た
事
問
は
、
楠
め
て
雑
然
た
る
詩
皐
り
集
人
骨
髄
に
過
ぎ
示
、

比
較
的
殿
密
に
之
を
解
す
る
場
合
で
も
、
な
ほ
詣
ゆ
る
商
業
品
川
助
業
ぞ
包
合
せ
じ
む
ゐ
の
が
常
で
ゐ
っ
た
。
こ
れ

は
主
£

L
て
致
育
上
的
便
宜
に
出
で
た
も

ω一
で
は
ゐ
ら
う
が
、
併
し
斯
様
な
便
宜
主
義
は
事
問
上
り
要
求
ご
一
致

せザ
d

る
ニ
ご
が
少
〈
な
い
。
商
業
向
拍
子

ω研
究
り
準
ひ
に
従
つ

τ、
ま
た
官
際
上
に
於
け
る
商
業

ω
特
化
か
盛
ん
に

行
は
る
、
、
に
従
っ
て
、
斯
皐
ヰ
閥
系
を
整
理
せ
ん
ご
す
る
要
求
か
ら
、
商
業
及
び
商
業
率

ω
本
質
に
闘
す
る
論
議

の
盛
ん
さ
な
る
の
は
常
然
で
ゐ
ら
う
。
殊
に
最
迂
に
於
げ
る
経
緯
経
済
準
的
念
速
な
後
展
に
刺
激
さ
れ
て
，

れ

ず
」
商
業
率
ま
押
ん
は
商
撃
ご
の
豆
一
同
お
よ
び
開
係
に
就
て
、
最
近
吾
園
に
於
て
も
盛
ん
に
論
議
さ
れ
つ
、
あ
る
。
註



こ
の
機
曾
に
於
て
是
等

ω問
題
に
就

τ考
察
す
る
こ
ど
は
、

無
意
義
り
・
』
4

」
で
は
な
い
ご
思
は
れ
る
。

ー
、
向
井

最
近
数
年
間
に
由
民
表
さ
れ
た
此
の
問
題
を
中
心
と
寸
る
脊
闘
諸
製
J

引
の
問
題
は
、
私
の
知
る
純
悶
て
也
L

択
の
如
聖
多
取
に
上
る
。

(
三
回
皐
舟
h

雑
誌
第
十
七
谷
第
三
航
、
大
正
十
二
年
三
月
)

註

2
、
同

ー、
A

、マ
Y

2

4

ノ里

4
、
津
田

際
松
氏

長
兄
氏

百品

氏i

ι、
上
回
九
攻
郎
氏

，>定

一日
氏

、
j

i

o

「

6
.
，
声
巾
F

-
!
?
2
 

7

同
升

8
.
稲
岡
敬
太
郎
氏

廉
松
氏

ou
、
耳
目

ω、
大
泉

行
雄
氏

問
、
大
泉

日
、
平
井
泰
太
郎
氏

行
雄
氏

組
織
批
伝
と
し
て
の
商
業

氏

配
給
組
級
料
成
M
U
1

索
を
訟
ず

(
同
前
銘
十
七
巻
第
十
J

競
以
下
、
大
正
十
二
年
六
月
以
降
)

間
業
車
内
本
質

(
間
引
抗
日
一
村
山
内
研
究
第
三
十
五
、
穴
如
、
大
正
十
三
年
凡
月
)

開
業
H
A
商
業
事

(
倒
見
料
情
雑
誌
第
三
十
七
経
第
五
説
、
大
正
十
三
年
十
一
月
)

間
栄
町
山
中
に
就
て

(
向
的
係
三
十
八
佳
品
市
一
城
、
大
正
十
四
年
一
日
)

商
業
山
中
に
於
吋
る
前
菜
m
y
d
k
義

引
当
ぷ
純
一
軒
研
究
か
一
一
一
十
イ
瑚

大
正
寸
凶
年
三
丹

商
業
の
機
械
的
及
有
機
的
政
能
と
北
(
分
解
作
用

凶
民
総
品
川
雑
誌
第
四
十
一
一
容
同
日
刊
肺
師
、

昭
和
二
年
四
月
)

前
事
の
任
務
と
其
内
容

(
闘
民
総
消
雑
誌
第
四
十
五
体
一
第
一
一
一
験
、
昭
和
三
年
北
月
)

氏

商

白

宮

義

(
紳
戸
高
所
創
立
二
十
主
同
年
記
念
論
文
集
、
昭
和
五
年
九
月
)

向
及
び
商
人

(
商
事
討
究
第
四
谷
(
よ
加
)
、
昭
和
四
年
七
月
)

商
事
と
経
皆
既
午

(
鰹
伴
口
紅
済
研
究
第
三
如
、

昭
和
四
年
九
月
)

商
業
の
本
質
に
閲
す
る
最
近
り
こ
論

(
闘
民
経
済
翻
誌
第
四
十
七
傘
第
四
焼
、

昭
和
四
年
十
一
月
)

き
て
一
般
に
樫
瞬
間
学
は
、

経
済
事
象
ま
た
は
経
済
事
賞
を
研
究
す
る
さ
い
ふ
。
私
は
今
こ
の
こ
ご
を
問
題
さ
す

謂
ム
所
の
経
済
事
象
ま
た
は
経
済
事
震
に
は
、

る
の
で
な
い
。
た

v
私
の
指
摘
せ
ん
ご
す
る
の
は
、

匝
別
さ
る
べ

き
二
つ
の
異
な
る
範
暗
に
属
す
る
も
の
、
ゐ
る
-
』
ざ
是
で
ゐ
る
。

一
は
皐
濁
経
済
的
統
一
的
意
川
仙
の
庶
接
の
結
果

た
る
樫
慣
行
局
ま
た
は
鰹
糖
活
動
で
ゐ
台
、

二
は
是
等

ω意
思
的
活
動
の
結
果
ご
し
て
無
意
識
的
に
一
肱
合
的
に
現

商
業
白
本
質
及
び
商
業
経
済
事
に
就
い
て

第
三
十
巻

一λ
七

第
一
銑

一
八
七



商
業
町
本
質
及
び
商
業
経
済
皐
に
就
い
て

第
三
十
巻

一
八
八

第
一
一
旗

A 
八

は
れ
来
る
縄
憤
現
象
こ
れ
で
あ
る
。
今
般
り
に
一
を
癌
糖
活
動
ご
い
ひ
、
他
e
T
樫
掛
現
象
ざ
い
ム
。
名
酔
の
嘗
否

は
姑
く
別
淫
し
て
.
謂
ふ
所
的
新
梼
事
象
に
是
等
二
つ
の
匝
別
の
存
す
る
こ
ご
は
、
何
人
も
疑
ひ
得
な
い
で
あ
ら

え
ノ
。

一
的
経
掛
主
盟
が
そ
の
意
識
的
計
釜
山
下
に
一
定
の
躍
掛
行
潟
を
意
思
的
に
統
一
す
る
活
動
、
卸
ち
企
業
を

計
査
し
賞
絡
し
縦
続
す
る
活
動
、
物
財
伝
生
産
し
寅
買
し
消
費
す
る
活
動
、
ニ
れ
ら
は
緯
て
前
清
で
あ
る
。
然
る

に
斯

ω如
き
車
縄
問
問
璃
的
意
思
的
活
動
が
、
多
数
に
枇
合
的
に
競
合
す
る
時
は
、
務
に
各
自
の
意
識
か
ら
珊
立
し

た
無
意
識
的
な
一
の
一
耽
曾
現
象
ご
し
て
の
経
済
事
象
が
品
目
生
す
る
。
後
者
は
卸
ち
是
で
ゐ
る
。
物
侵
現
象
・
金
融

現
象
@
最
一
策
現
象
等
々
。

鰹
掛
活
動
ご
経
済
現
象
ご
は
、

そ
り
範
鴫
を
異
に
す
る
こ
つ
の
経
済
事
象
で
ゐ
る
。
純
情
拳
的
認
識
調
象
を
考

察
す
る
に
営
つ
て
は
、
何
よ
り
も
先
づ
此
の
二
つ
を
峻
別
せ
ね
ば
な
ら
品
。
併

L
乍
ら
雨
者
は
又
、
決
し
て
無
関

係
に
存
在
す
る
濁
立
物
で
は
な
い
。
第
一
に
経
済
現
象
は
、
個
々
の
経
理
活
動
的
競
合
の
結
巣
ご
し
て
現
れ
来

る
。
此

ω意
味
で
は
雨
者

ω
間
に
一
報
の
因
果
関
係
が
考
へ
ら
れ
る
。
現
象
は
果
で
ゐ
h
、
活
動
は
図
で
ゐ
る
。

従
っ
て
又
、
現
象
白
瞳
は
無
意
識
的
結
巣
で
は
あ
る
が
、
或
る
意
味
に
於
て
佃
人
的
意
識
的
活
動
的
規
制
を
兎
れ

得
な
い
。
第
二
に
、
反
謝
に
鰹
携
活
動
は
個
人
の
自
由
意
思
に
よ
る
活
動
で
は
ゐ
る
が
、
経
済
現
象
の
規
制
か
ら

会
〈
自
由
に
は
ゐ
り
得
な
い
。
-
』
の
意
味
に
於
て
は
又
、
前
ご
は
反
劃

ω方
向
に
一
輔
の
図
川
市
関
係
が
認
め
ら
れ

る
。
現
象
は
因
で
ゐ
b
・
活
動
は
院
本
で
ゐ
る
。
此
的
如
〈
し
て
一
定

ω
活
動
に
基
い
て
一
定
の
現
象
が
現
は
れ
、



次
い
で
此
の
現
象
に
規
制
さ
れ
た
一
定
の
活
勤
を
惹
き
起
し
、
雨
者
は
互
に
因
果
の
相
互
関
係
に
立
っ
て
相
規
制

し
合
ふ
も
の
で
は
ゐ
る
が
、
併
し
こ
の
こ
ご
は
、
雨
者
が
各
2
別
々
の
存
在
で
あ
る
ご
い
ふ
ニ
ざ
を
妨
げ
る
も
の

で
は
な
い
。

比
ャ
此
の
場
合
に
、
謂
ふ
所
ゆ
純
情
活
動
を
も
亦
、

一
の
現
象
ご
し
て
認
識
さ
れ
得
な
い
か
、
換
言
せ
ば
.h
口々

の
認
識
ま
た
は
思
惟

ω
過
程
に
於

τ、
経
掛
活
勘
に
合
ま
る
、
伺
人
の
意
思
を
抽
象
L
去
り
.

之
を
一
の
無
意
識

的
現
象
ご
し
て
認
識
ち
れ
特
な
い
か
ど
う
か
い
問
題
ご
な
る
。
私
は
之
が
』
f
A

円
定
す
る
も
り
で
は
な
い
。
然
し
乍
ら

吾
々
の
認
識
ま
た
は
思
惟
の
過
程
に
於
て
意
思
部
分
を
抽
象
し
去
っ
た
粧
務
事
質
ご
、
最
初
か
ら
阪
に
意
思
の
抽

象
さ
れ
た
現
象
ご
し
て
存
在
す
る
経
済
事
質
ご
の
間
に
は
、
阪
別
的
存
す
る
ニ
ご
も
疑
な
い
。
私
は
誌
で
は
た
u
y

此

ω
国
別
的
存
在
を
問
題
ど
す
る
に
過
ぎ
な
い
。

経
憐
間
半
は
ま
た
、
純
情
関
係
者
〈
は
枇
台
関
係
を
研
究
す
る
ご
い
ふ
。
併
し
乍
ら
謂
ふ
所
川
粍
務
開
係
又
は
枇

曾
闘
係
に
も
亦
、
原
別
さ
る
べ
き
二
つ
の
範
時
を
後
見
す
る
。
生
鳶
遇
税
に
於
げ
る
人
三
物
ざ
の
関
係
、
流
通
過

程
に
於
げ
る
物
を
通
じ
て
の
人
ご
人
ご
の
聞
係
の
中
に
は
、

吾
々
の
生
産
活
動
又
は
責
買
活
動
ご
し
て
百
接
に
生

今
る
関
係
、
言
は
uv

行
錯
聞
係
、
活
動
附
係
凶
生
ず
る
ご
共
に
、
是
等
多
〈
の
意
識
的
関
係
の
無
意
識
的
結
果
ご

し
て
.
批
曾
的
に
別
柿
の
聞
係
を
成
立
せ
し
め
る
。
言
は
h
y

現
象
ご
し
て
の
開
係
、
無
意
識
的
関
係
こ
れ
で
あ

る
。
例
へ
ば
一
定
の
棉
花
輸
入
商
ざ
紡
績
曾
枇
ご
の
関
係
は
前
者
で
あ
り
、
棉
作
に
従
事
す
る
印
度
-
一
グ
ロ
さ
縮

商
業
の
本
質
及
び
尚
業
総
務
撃
に
就
い
て

第
三
十
巻

一λ
九

第
二
概

で
八
九



向
業
白
本
質
及
び
商
業
経
持
率
に
就
い
て

第
三
十
を

。

第
}
披

-
九
O

布
を
着
る
五
日
-
q
f」
的
関
係

ω如
き
は
後
者
で
ゐ
ら
う
。

比
り
却
〈
し
て
杭
曾
り
抑
制
済
関
係
に
も
亦
、
情
動
ご
し
て
的
意
識
的
綱
係
ご
、
現
象
ご
し
て
の
無
意
識
的
関
係

ご
を
匝
別
し
得
る
。
雨
者
相
互
凶
関
係
は
.
前
に
考
察
せ
る
場
合
さ
同
慌
に
、
意
識
的
闘
係

ω
綜
令
的
結
巣
ご
し

℃
無
意
誠
的
刷
係
が
成
立
す
る

ω
で
ゐ
る
か
ら
、
此

ω意
昧
に
於
て
は
、
前
の
聞
係
以
後

ω閣
係
を
規
制
す
る
。

反
割
に
又
、
現
象
ご
し
て
の
関
係
が
一
旦
成
立
す
る
さ
、
活
動
ご
し
て
の
聞
係
は
之
が
規
制
や
免
れ
得
な
い
こ
ご

、
な
る
で
ゐ
ら
う
。

最
後
に
鰹
済
同
学
は
叉
、
経
憐
組
織
ま
た
は
縮
縮
刷
機
構
を
研
究
す
ゐ
ご
一
一
一
一
口
ふ
。
併
し
乍
ら
謝
ふ
所
の
慌
傍
組
織
ま

た
は
叡
掛
機
構
に
も
、
個
人
の
意
識
的
計
霊
的
統
一
的
活
動
ご
し
て
の
組
蹴
ご
、
無
意
識
的
現
象
ご
し
て
自
然
に

批
曾
的
に
成
立
す
る
組
制
ご
め
匝
別
が
後
見
占
計
れ
る
。
例
へ
ば
エ
場
組
職
、
経
鋒
組
制
等
は
前
者
で
ゐ
h
J
、
多
数

の
企
業
が
枇
曾
的
に
綜
合
さ
れ
て
一
の
赴
曾
的
純
掛
組
織
全
無
意
識
的
に
成
立
せ
し
む
る
も
の
、
卸
も
後
者
で
あ

る
F

而
し
て
活
動
ご
し
て
の
組
織
ど
現
象
ご
し
て
の
組
織
ご

ω関
係
も
亦
、
前
述
す
る
所
ご
同
じ
く
、
両
者
は
互

に
一
一
相
図
巣
の
相
互
関
係
に
立
っ
て
‘
相
制
約
し
合
ふ
も
の
な
る
こ
ど
は
、
禦
説
を
繰
返
す
ま
で
も
な
い
で
ゐ
ら

-
F

勺
ノ
。

ーー

経
緯
円
経
済
撃
ご
図
民
絞
済
畢



粍
済
問
甲
山
研
究
掛
象
ざ
言
は
る
、
、
経
懐
事
象
に
せ
よ
、
経
情
関
係
に
せ
よ
、
経
済
組
織
に
せ
よ
、
何
れ
の
場
合

に
も
巌
密
に
.h
川
別
さ
る
べ
き
ニ
閥
的
異
な
る
範
時
山
存
す
る
こ
ご
.
以
上
過
ぷ
る
が
如
し
さ
す
れ
ば
、
此
山
新
象

の
区
別
に
新
隠
し
て
、
研
究
の
部
門
も
亦
、
商
品
相
相
分
る
べ
き
は
常
然
的
要
求
で
あ
ら
う
。
私
小
い
見
る
所
で
は
、

狭
義
の
鰹
所
属
十
即
ち
枇
命
円
程
皆
川
伊
、

珂
論
経
糖
率
、
又
は
同
氏
軒
隣
組
午
ど
呼
ば
る
、
将
肱
加
盟
午
は
、
右
に
謂
ふ
所
の

睦
憐
現
妹
、
現
象
a

己
し

τω
関
係
、
現
象
ご
し

τの
紐
純
金
研
究
す
る
も
の
で
ゐ
る
。
之
に
劃
し
て
今
日
経
営

忠一
a

ま
た
は
純
務
経
府
間
中
f
」
綿
せ
ら
る
、
も
の
は
、
右
に
謂
ふ
所
の
経
済
情
動
、
岨
巾
勤
ご
し
て
の
関
係
、
活
動
ご
し

τの
組
制
主
附
究
官
る
も
の
、
知
〈
で
ゐ
る
。
小
島
博
士
は
阪
に
早
く
、
「
人
類
的
物
的
生
活
に
解
糖
ざ
粧
管
J
」

の
二
相
ゐ
る
」
・
』
ご
.
並
び
に
『
経
営
ご
は
、

一
つ
の
指
導
意
思
に
よ

h
、
人
類
が
そ
の
生
活
に
要
す
る
物
的
資

料
を
獲
得
使
用
す
る
所
の
組
織
的
行
動
で
あ
る
」
こ
ど
含
提
唱
さ
れ
て
ゐ
る
。
此
的
貼
に
就
て
は
、
私
は
み
{
〈
博

士
の
設
に
従
ム
も
の
で
あ
る
。

経
情
事

ω
研
究
樹
象
に
就
て
は
、
既
に
樫
惜
撃
の
費
生
以
来
少
〈
ぜ
」
も
百
数
十
年
に
豆
っ
て
、
幾
多
の
先
賢
の

考
察
ケ
重
ね
来
っ
た
問
題
で
ゐ
る
。
た
い
γ

吾
々
の
認
識
は
、
そ
の
野
立
物

ω
接
反
す
る
に
及
ん
で
、

よ
り

R
確
に

自
ら
守
認
識
し
得
る
場
合
が
少
く
な
い
。
今
日
の
吾
々
に
奥
へ
ら
れ
た
る
特
典
は
、
幾
多
先
賢
的
想
ひ
及
ば

g
h

し
事
質
に
接
!
得
る
貼
に
ゐ
る
。
そ
の
一
つ
は
郎
ち
、
「
国
民
経
桝
事
ご
相
並
ん
で
、
今
日
で
は
純
傍
艦
積
率
が

存
立
す
る
』
芯
い
ふ
事
質
・
』
れ
で
ゐ
る
。
今
日
の
経
済
事
は
、

い
つ
の
ま
に
か
其
の
勢
立
物
ご
し
て
自
己
ご
並
立

商
業
の
本
質
問
品
び
商
業
経
済
撃
に
就
い
て

第
三
十
傘

九

第
一
一
旗

ゴL

小島昌太郎博士，保険率四本質(経済論叢第二十六巻第四銑，五九頁昭和i三

年四月)

同よ五七頁
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n 

Z) 
3) 



商
業
の
本
質
及
び
筒
謙
抑
脱
油
開
血
中
に
就
い
て

第一一??容

第

競

九

九

す
る
ま
で
に
俊
民
し
来
っ
た
罷
勝
目
皐
を
顧
み
て
、
向
ほ
一
度
自
ら
を
反
省
し
、

そ
の
認
識
を
新
た
に
す
べ
き
必
要

に
迫
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

私
は
述
べ
来
れ
る
意
味
に
於
げ
る
経
憤
現
象
を
以
っ
て
、
請
ゆ
る
岡
民
組
漕
島
一
・
ま
た
は
一
枇
合
経
済
撃
の
認
識
艶

象
ご
な
し
、
経
，
済
活
動
ま
た
は
行
動
を
以
つ
干
し
鰭
傍
経
隣
接
e

の
掛
象
ご
す
る
。
商
事
は
先
づ
其
の
認
識
ま
た
は
研

究
の
針
象
に
於
て
、
国
間
鈷
ご
匝
別
さ
る
ぺ
き
で
ゐ
る
。
然
る
に
私

ω
見
る
所
で
は
、
多
く
の
事
者
は
此
の
結
に
つ

き
明
確
な
る
匝
別
を
認
め
て
ゐ
な
い
提
で
ゐ
ゐ
。
純
答
率

ω勃
興
に
刺
激
さ
れ
て
現
れ
た
経
陪
墜
ご
艦
皆
皐
ご
の

聞
係
に
闘
す
ゐ
諸
島
十
岩
川
町
論
争
に
就
て
は
、
議
じ
詳
論
す
る
の
必
耐
討
を
見
な
い
I
O

わ
札

uv

此
の
場
合
に
於
り
る
問
題

の
重
心
は
、
組
替
串
を
背
定
す
る
か
肯
定
す
る
か
、
ま
た
之
を
艦
静
皐

ω
一
部
門
ざ
す
る
か
之
ご
併
立
せ
し
む
る

か
の
結
論
よ
り
も
、
寧
ろ
諸
島
↑
者
が
如
何
な
る
根
壌
に
よ
っ
て
そ
れ
介
、
の
主
張
を
な
せ
る
か
に
ゐ
る
。
而
し
て

今
吾
々
の
問
題
正
す
る
研
究
針
象
に
就
て
諸
事
者

ω
所
見
令
、
検
す
る
な
ら
ば
.

否
定
論
者
も
肯
定
論
煮
も
併
合
論

者
も
併
立
論
者
も
、
そ
の
多
く
は
等
し
く
針
象
の
匝
別
を
認
め
な
い
も
の
、
様
で
あ
る
。

出「

g
E
5・
相
官

g
y再
開
敢
挺

ω
京
円
定
論
じ
於
て
は
、
「
特
別

ω
「
私
純
情
皐
」
に
劃
し
て
何
等
の
謝

象
(
。
ぶ
岳
昨
)
も
存
一
位
せ
今
:
:
:
針
象
ご
方
法
ご
は
何
蕗
で
も
同
じ
で
ゐ
る
o
』
従
っ
て
私
経
掛
苧
ご
岡
民
艇
憐
皐

ご
の
刺
謹
は
、
彼
等
に
於
て
は
、
た
い
V

『
制
々
の
企
業
家
の
花
的
利
徒
の
立
場
か
ら
』
研
究
す
る
ご
、
『
全
糟
利
盆

の
立
場
か
ら
』
研
究
す
る
ご
の
相
患
に
過
ぎ
ぬ
こ
ど
、
な
り
、

hr
〈
て
企
業
り
判
私
的
利
盆
を
計
る
研
究
が
、
拳
問

第

(l:lank-l¥.rchiv_ 1912-

技 1畳餓穣博士著，商事紐替論(大正十一年)~トI部および噌地蔵治郎欽設者，
経替線。理事序論(大正十五年)参照
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ご
し
て
の
存
在
を
否
定
さ
れ
た
に
過
ぎ
ぬ
。

第
二
に
併
合
論
を
代
表
す
る

ωnre
敢
鋭
的
議
設
に
ゐ
つ
て
は
、
明
叫
経
掛
は
岡
民
経
惜
の
一
一
分
子
で
ゐ
り
細
胞

で
あ
り
、
役
者
は
前
者
の
総
計
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
か
ら
、
雨
若

ω針
象
に
は
何
等
本
質
的

ω
匝
別
は
な
く
.
会

樫
〈
」
部
分
ご
の
開
係
に
過
ぎ
な
い
υ

従
つ
て
な
経
桝
皐
は
質
際
に
於
て
、
『
閥
民
腕
梼
皐

ω
重
要
な
構
成
部
分
で

あ
る
」
の
み
な
ら
す
、
「
純
梓
な
闘
民
純
情
的
研
究
ご
純
粋
な
私
純
掛
準
的
研
究
中
」
の
境
界
線
は
、
維
持
す
る
こ
ご

は
出
来
な
い
」
こ
ご
、
、
な
っ
た
の
で
あ
る
。

第
一
-
一
に
技
術
論
ご
し
て
の
組
皆
川
平
山
輯
主
を
部
め
な
が
ら
も
m

科
凪
寸
ご

L
t
の
そ
の
樹
立
営
再
定
せ
ん
ご
す
る

国
民
経
怖
感
若
宮
内

rfω
宮
口
P
口
内
出
回
】
白
ロ
ロ
等

ω
箭
数
授

ω枝
擦
も
亦
、
そ
の
多
く
は
封
象
の
同
別
ケ
認
め

F
る

賭
に
存
す
る
も
の
、
様
で
あ
る
勺
就
中
門
広
口
石
口
=
致
授
は
最
も
明
開
に
、
同
者
は
等
し

t
軍
嫡
探
掛
ぜ
研
究
封

る象
011)ご

'ふ

し、

ニ
れ
以
外
に
理
論
純
情
串

ω
封
象
な
し
ご
し
、
従
っ
て
椛
此
何
事

ω
科
目
中
ご
し
て
の
獅
立
性
を
再
定
す

最
後
に
艦
倍
率

ω猫
立
性
ご
科
問
中
性
ご
を
主
張
す
る
多
〈
の

wm
待
純
憤
串
者
に
於

τも
、
封
象
の
本
質
的
制
別

eT
明
か
に
認

U
る
も
の
は
少
な
い
。
例
へ
ば

Z
n
r
p口
一
回
数
授
川
如
き
は
、
「
同
町
市
科
の
研
先
制
剖
象
は
一
つ
で
ゐ

町

註

b
、
同
じ
で
ゐ
る
』
ご
断
言
す
る
。

軍
糊
制
・
掛
ご
一
枇
曾
純
梼
ど

eγ
制
町
立
ぜ
し
な
る
も
り
で
も
、

阪
別
企
明
ら
か
に
せ
守
し
て
、
前
者
十
】
後
者

ω
構
成
分
子
ど
な
す
に
過
ぎ
な
い
慌
で
ゐ
る
o

雨
岩
山
本
質
的

前
柴
山
心
本
貨
u
A
ぴ
商
業
純
情
且
干
に
就
い
て

第
三
十
巻

一
九
三

第
一
一
都

一
大
=
一

6)7) L. Dcent九nO'; Pr:'i. v:ttwir同c111.ftslehreund Volkswirtscha.ftsleh了e(Bank-
~1"~ljV. 1912. Ja~;rg- lng. X!! S. 6.) 
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痢
業
の
本
質
及
び
商
業
組
済
皐
に
就
い
て

第
一
旗

一
九
四

第
三
十
巻

一
九
四

詰

Z-n-h]印
刷
円
}
戸
数
授
の
新
版
は
、
此
思
に
就
て
は
明
確
で
な
い
。
『
此
の
科
且
干
の
中
心
引
に
立
つ
も
の
は
、
企
業
、
終
普
て
あ
る
。
斯
準
が
研
究
し

説
明
せ
ん
と
す
る
も
の
は
、
終
答
生
活
。
法
則
性
で
あ
る
。
』
と
百
は
る
ミ
よ
り
察
す
れ
ば
、
糧
向
叫
悶
を
誕
て
ミ
企
業
又
は
紹
管
を
以
つ
で
併
究

の
封
象
と
せ
ら
る
ミ
様
て
屯
あ
る
。
た
刊
、
何
が
械
替
の
本
質
て
あ
る
か
は
、
そ
こ
で
は
訓
ぜ
ら
れ
て
ゐ
な
い
。

然
ら
ば
是
等

ω率
者
は
、

純
情
事
ご
料
替
皐
ご
に
於
げ
る
封
象

ω侃
別
を
本
‘
質
的
に
認
め
な
い
ご
す
れ
ば
、

彼
等

ω多
〈
は
之
を
、
『
車
濁
経
憐

ω
立
場
」
ご
「
み
-
瞳

ω

ゴ'1:' Iこ
場、よ
b._16)つ
ごて
の純
同替
別皐
l二())

求摘
tr 立
ゐ性
むを
の主
、張
慌せ
でん
あご
ゐす
。る

カ3

純
情
息
一
・
り

ま，
h
f」
に
立
場

ω
相
詰
ま
た
は
見
地
の
相
詰
ご
は
、

好
ん
で
用
ふ
る
所
で
ゐ
り
、

然
ら
ぱ
謂
ふ
所

ω
立
場
ま
た
は
見
地
ご
は

極
め
て
便
宜
な
用
語
に
は
相
違
な
い
が
、

何
か
、
全
曲

ω立
場
ご
佃
々
的
立
場
ご
は
‘

何
蕗
仁
本
判
的
判
相
還
を
認
め
得
る
か
、

-
」
市
民
貼
が
問
題
ご
な
ら
t
t

る
を
得
な
い
。

然
る
に
是
等
の
事
者
的
多
〈
に
於
て
は
、
単
調
経
済
の
見
地
ま
た
は
閤
民
経
情
的
見
地
ご
は
、

車
澗
艦
憐

ω
利

害
ま
た
は
国
民
経
糖
の
利
害
で
あ
り

要
す
る
に
利
害
判
断
的
規
準
に
外
な
ら
ぬ
慌
で

見
地
ま
た
は
立
場
ご
は
.

あ
る
。
た
uv
最
近
じ
は
、
替
利
翻
念
ぞ
経
管
か
ら
排
除
し
て
、
牧
盆
性
又
は
経
務
性
を
之
に
代
ら
し
め
ん
ご
す
る

主
張
が
有
力
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
草
濁
純
・
憐

ω鑑
憐
性
ど
国
民
探
掛

ω純
情
性
ご
炉
、
今
日
の
枇
舎
に
於
て
矛
盾

な
〈
調
和
す
る
も
の
な
ら
ば
、

仰
人
的
刺
害
ご
園
民
の
利
害
も
亦
、
矛
盾
な
く
調
和
さ
る
ぺ
き
で
は
な
か
ら
う

か
、
此
の
貼
は
備
は
餌
倍
率
に
蔑
さ
れ
た
る
一
の
根
本
問
題
で
ゐ
ら
う
。
ま
こ
ご
に
上
田
博
士
の
既
に
早
〈
着
眼 何

K. Diehl; Theoatischen N吐lon凡lokor.omiι1nd.， (1922¥ S. Tr2・
O. Sp九nn; Funclament der Volkswirtsch九rtslehre.3. At，f!ag'e. (IC2I) 
s. 301.. R. Liefm日nn;Gruncls立U巳 derVolks¥'>'1nschafts:ehre， 3・Auflage
(1923) S. 205. 培地席始直I~~主投者: 鼠掲書参照.
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せ
ら
る
、
如
く
、
『
例
へ
ば
:
:
:
;
ト
ラ
ス
ト
の
慣
格
政
策
に
就
い
て
考
へ
て
も
、
如
何
な
る
政
策
が
最
高
の
利

潤
を
生
?
る
か
ど
い
ふ
悲
寵
掛

ω問
題
を
考
へ
た
後
、
直
も
に
其
枇
曾
的
影
響
(
批
令
的
一
室
内
日
を
考
ふ
べ
き
や
否
や
〕

は
、
今
日
も
術
ほ
残
さ
れ
た
る
問
題
で
あ
ら
う
。
管
利
性
を
純
情
性
に
よ
っ
て
代
泣
し
、

一
世
肱
川
解
決
を
つ
り
た

か
に
見
ゆ
る
呂
n
E
u
n
v
敢
授
で
さ
〈
も
、
企
業
者
州
都
晴
樹
性
は
勢
働
者
お
よ
び
消
費
者

ω
椛
済
性
に
よ
b
、
僻
究

働
者
の
艦
憐
性
は
企
業
者
お
よ
び
消
費
者

ω
経
一
階
性
に
よ
b
て
判
断
さ
る
べ
き
を
主
張
し
て
、
陪
々
の
程
に
、
雨

者
の
必
す
し
b
一
致
せ

5
る
こ
ご
を
認
む
る
に
至
っ
た
ご
思
は
し
む
る
も
の
が
あ
る
。
併
し
乍
ら
犯
は
今
こ
の
鮎

を
問
題
ご
す
る
の
で
は
な
い
1

0

化
uv
私
の
言
は
ん
ご
す
る
所
以
、
立
場
ま
わ
ル
は
見
地
凶
・
相
誌
を
以
っ
て
、
果

L
て

よ
〈
科
事
ご
し
て
の
純
倍
率
の
猫
立
性
を
主
張
し
得
る
か
に
あ
る
。
何
れ
に
せ
よ
認
識
客
臨

ω本
質
的
同
別
を
認

め
ぎ
る
以
上
は
、

必
然
に
認
識
字
一
瞳

ω
態
度
に
於
り
る
国
別
、
却
も
立
場
ま
た
は
見
地
的
相
匙
1
1
笹
刺
性
か
極

済
性
か
に
拘
ら
す
ー
ー
を
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
に
至
る
ニ
ご
は
、
吾
々
の
興
味
を
惹
〈
に
足
る
も
の
で
ゐ
る
。

勿
論
私
ご
離
も
、
認
識
の
立
場
ま
た
は
見
地
の
如
何
に
よ
っ
て
、
事
問
の
性
質
上
に
相
違
を
蒸
す
こ
ぜ
を
認
め

る
。
併
し
乍
ら
そ
れ
は
寧
ん
経
情
事
ご
純
血
宮
島
一
a

ご
の
匝
別
芝
一
吉
田
ふ
よ

h
は
、
経
糖
政
策
ご
粧
替
政
策
ご
の
匝
別
に

導
〈
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
箪
濁
経
済
の
利
害
ま
た
は
経
済
性
を
贋
値
判
断
の
規
準
ご
し
て
、
艦
替
の
m
O
]
】
四
日

を
研
究
す
る
艦
径
政
策
串
の
成
立
し
得
る
こ
ご
は
、
国
民
極
梼
の
利
害
ま
た
は
経
慣
性
を
規
準
ご
す
る
極
構
政
策

事
の
成
立
(
得
る
ご
異
な
ら
な
い
。
そ
れ
故
に
謂
ゆ
る
立
場
の
相
違
は
、
政
策
の
規
準
ど
は
な
h
J
得
る
ご
し
て

商
業
の
本
質
及
び
商
業
経
済
事
に
就
い
て

第
一
統

一
九
五

第
三
十
巻

一
九
五

R. Riefmann; Uber We5竺n und Systennl: ik cler Be~riebswirtschafts­

lehre (Zeit5chrir fur Betriebswi:-tsch九.t) [り26.3. Jλhrgang. 5. 22-37・
H. Nickli5Ch: Betriebslehre 1 Bcl.， (19"') S. 1 
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商
業
白
本
質
及
び
商
業
経
済
同
学
に
就
い
て

第
一
貌

九
アて

第
三
十
巻

一
九
六

も
、
共
に

m
m
E
を
研
究
す
る
さ
一
2
2
R
E
P
で
ゐ
る
ご
主
張
さ
る
、
儒
横
山
中
ご
経
勝
目
間
半
ご
を
区
別
す
る
規
準
f」

は
な
b
得
な
い
の
で
は
な
い
か
。
か
(
て
封
象
の
院
別
に
よ
ら
千
立
場
の
脱
別
に
よ
っ
て
経
替
撃
を
認
め
ん
ご
す

る
論
者
は
、

そ

ω科
聞
明
性
e

伊
句
、
従
っ
て
叉
そ
の
科
拳
ご
し
て
の
澗
立
性
を
、
何
れ
に
求
め
ん
ご
す
る
か
問
題
ご
な

ら
F
る
を
得
な
い
が
、
此

ω黙
に
就
て
詳
論
す
る
こ
芯
は
本
論
の
円
的
ご
す
る
所
で
な
い
。

要
す
る
に
な
の
見
る
所
で
は
、
経
済
事
ご
経
笹
山
学
、
閤
民
経
済
半
ど
純
管
制
済
問
中
ど
は
、

司
々
の
認
識
ま
た
は
研

究

ω判
象
を
異
に
す
る
も

ω
で
ゐ
り
、

一
は
怠
誠
的
計
主
的
統
一
的
江
車
澗
舵
皆
川
純
済
活
動
営
、
他
は
比
の
揮

演
活
動
の
無
意
誠
的
結
果
ご
し
て
融
合
的
に
成
立
下
る
に
至
る
問
料
棒
現
象
公
認
識

L
研
究
す
る
も
の
で
あ
る
。
か

〈
て
こ
そ
両
者
は
各
ゐ
経
済
事
象
ご
い
ふ
共
通
一
品
質
ケ
研
先
し
な
が
ら
も
、
互
に
そ
の
冊
立
性
を
保
持
し
得
べ

〈
、
叉
か
く
す
る
こ
ご
に
よ
っ
て
、
雨
者
は
互
に
よ
〈
相
携
へ
て
摂
済
事
象
の
肝
先
ぞ
有
拾
に
完
成
し
得
る

ω
で

は
な
が
ら
う
か
、
殊
に
商
業
聞
係
の
皐
問
的
ち
商
業
・
交
通
・
保
険
・
銀
行
等
的
研
究
に
つ
き
、
従
来
的
雑
然
た
る

内
容
を
整
理
し
鵠
系
づ
け
て
、

一
方
に
は
之
を
岡
民
経
済
率
的
に
研
究
し
、
他
方
に
は
之
令
経
鍔
組
持
率
的
に
肝

究
せ
ん
ご
す
る
場
合
に
は
、

こ
の
こ
ご
は
特
に
重
要
な
る
意
義
を
賢
ら
す
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
以
下
両
業
に

関
す
る
範
国
に
於
で
、
夏
に
こ
の
こ
ご
を
考
察
す
る
で
ゐ
ら
う
。

一-一
商
業
活
動
の
本
質
及
び
商
業
経
営
皐

F. Leitner; 九，virtschaftslehreder Unternehmung， 5. Au目立ge (1926) 
，.， 
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鰹
掛
活
動
ぜ
」
純
糖
現
象
ど
の
同
別
に
崎
町
臆
し
て
、
組
組
宵
純
聴
率
三
岡
民
経
階
事
ご
の
成
立
し
得
る
こ
ご
前
述
の

如
し
さ
す
れ
ば
、
純
情
活
動
中
の
商
業
活
動
さ
鰹
糖
現
象
中
の
商
業
現
象
ご
に
掛
隠
し
て
、
商
業
純
勝
一
息
T

ご
商
業

経
済
率
三
の
成
立
し
得
る
こ
さ
は
明
ら
か
で
あ
ら
う
。
た
い
V

問
題
は
先
づ
、
経
済
活
動
中
の
何
を
以
っ
て
商
業
活

動
ご
な
す
か
、
換
言
せ
ば
商
業
活
動

ω本
質
は
何
か
、
従
っ
て
ま
た
商
業
都
按
撃
の
本
質
的
掛
象
は
何
か
に
あ

る。
車
濁
純
糖

ω
意
識
的
計
謹
的
統
一
的
な
活
動
ぜ
し

τの
商
業

ω本
質
は
何
か
、
言
ふ
ま
で
も
な
〈
今
日
の
批
舎

に
於
け
る
商
業
活
動
は
、
商
品
の
責
買
に
外
な
ら
向
。
特
質
的
円
的
を
以
っ
て
商
品

ev買
入
れ
、

之
を
他
的
商
品

に
鞠
換
す
る
こ
ご
な
〈
し
て
阪
貰
す
る
行
免
ま
た
は
活
動
を
商
業
活
動
の
本
質
ご
な
す
こ
ご
は
、
殆
ん

E
疑
な
い

ニ
ピ
、
、
考
へ
P

句
れ
る
。
勿
論
今
日
の
枇
舎
に
於
け
る
商
業
活
動

ω大
部
分
は
、
之
を
一
の
答
刺
活
動
ご
し
て
行
は

れ
つ
?
の
る
こ
ご
は
悪
質
で
あ
る
が
、
併
し
一
管
利
は
輔
ち
商
業
活
動
に
限
ら
る
、
も
の
に
あ
ら
守
、
従
っ
て
車
な

る
問
営
利
活
動
ご
い
ふ
だ
け
で
は
、
之
を
商
業
ご
認
め
ら
れ
歩
、
管
刺
は
商
業
に
本
質
的

ω
翻
念
で
は
な
い
さ
言
は

ね
ば
な
ら
ぬ
。

商
業
活
動
の
本
賓
が
商
品

ω責
買
に
あ
り
ご
い
ふ
こ
ご
は
、
併

t
乍
ら
第
一
に
.
商
業
活
動
に
貰
買
以
外
の
活

動
を
許
さ
な
い
ご
い
ふ
意
味
で
は
な
い
。
今
日
の
枇
舎
に
於
げ
る
商
業
は
、
商
品

ω資
自
民
に
件
ふ
所
の
蓮
遺
-
R
T

割
・
貯
識
・
金
融
等
多
〈
の
活
動
を
も
な
し
っ
、
ゐ
る
。
併
し
乍
ら
是
等

ω活
動
は
‘
商
業
的
本
質
的
研
勤
を
な
す

商
業
の
本
質
及
び
商
業
経
済
撃
に
就
い
て

第
三
十
愈

一
丸
七

第
一
説

一
・
九
七

上岡貞次郎博士; 商業撃におLいて(図民総務雑誌第三卜八巻第一続二一一一
ニニ頁大正十四年一月)
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商
業
。
本
質
及
び
商
業
鯉
済
事
に
就
い
て

第
三
十
巻

第

;!A! 

九
月‘

1L 
i¥ 

た
め
の
附
随
的
活
動
に
外
な
ら
ぬ
。
本
質
的
な
る
も
の
ご
附
随
的
な
る
も
の
ご
の
隈
別
は
、

要
す
る
に
そ
れ
な
き

場
合
に
は
商
業
ご
考
へ
ら
れ
争
、

そ
れ
あ
る
場
合
に
初
め
て
商
業
ご
見
ら
る
べ
き
要
素
に
過
ぎ
な
い
。
貰
買
を
伶

は
M
d
る
蓮
珪
・
分
割
・
貯
蔵
・
金
融
等
以
、

寧
な
る
運
詮
業
・
倉
庫
業
・
金
融
業
等
で
あ
っ
て
商
業
で
は
な
い
。

之
に

反
し
て
運
諮
@
貯
膿
・
金
融
等
ケ
伴
は
yh
る
車
な
る
貰
買
が
、

よ
〈
商
業
を
成
立
せ
し
め
得
る
こ
さ
言
ふ
迄
も
な

ν

で
あ
ら
う
O
詰

11~ 

戸
田
博
士
は
両
業
に
牒
狭
ニ
義
あ
り
と
せ
-b
れ
、
出
閣
議
に
て
は
、
『
人
み
の
問
に
貨
物
を
有
償
に
移
柿
押
す
る
の
行
錦
、
同
校
義
に
て
は
『
之
宏
一

〉

田
淵
草
山
企
業
と

L
て
見
る
屯
の
に

L
て
、
動
産
山
有
償
格
輔
副
ち
其
費
京
交
換
を
媒
介
す
る
所
内
叶
営
業
』
と
見
ら
る
、
品
。
『
貨
物
を
有
償
に
移

柑
押
す
る
の
行
伐
』
即
ち
資
質
行
伐
を
以
っ
て
間
業
日
間
勤
の
木
質
的
M
Y
素
と
な
す
討
に
於
て
、
私
は
会
〈
博
士
の
所
説
に
従
ふ
も
出
町
一
で
あ
る
。

上
岡
博
士
は
商
業
内
機
能
を
二
分
せ
ら
れ
、
『
第
一
次
的
機
隠
と

L
て
商
品
の
集
合
、
格
輔
、
貯
蔵
及
分
割
。
第
一
了
次
的
機
能
と

L
て
市
場
危

険
の
負
櫓
印
ち
巴
凶
r
r
Z
2国
間
並
に
生
産
者
又
は
刑
判
者
に
封
す
る
金
融
』
を
事
げ
ら
れ
る
。
平
押
教
授
は
河
内
欄
悼
の
ニ
側
而
と
し
て
、

『
{
一
)
物
資
の
配
給
、
並
び
に
こ
れ
に
伴
ふ
金
融
走
中
心
と
す
る
考
察
、
今
一
}
脊
本
1
A
刊
げ
崎
常
務
内
提
供
並
び
に
品
川
険
H
H
抱
を
中
心
と
す
る
考
察
」
子
」

せ
ら
れ
る
。
更
に
ア
メ
リ
虫
の
諮
問
宇
品
刊
は
開
業
山
機
能
と
し
で
多
舷
の
項
目
を
列
附
帯
す
る
の
が
常
で
あ
る
h
a

私
は
必
ず
し
も
是
等
の
議
詑
に
反
到

す
る
も
の
で
は
な
い
。
た
V
そ
こ
に
は
本
質
的
な
る
屯
白
と
附
随
的
な
る
も
の
と
の
あ
る
こ
主
を
指
摘
す
る
に
止
ま
る
。

第
二
に
商
業
の
本
質
が
責
買
活
動
に
あ
り
ご
い
ふ
'
』
ご
は
、

こ
れ
に
よ
っ
ず
一
農
業
・
工
業
等

ω
生
産
活
動
ご
を

区
別
す
る
も
の
で
ゐ
る
。
何
を
も
っ
て
生
産

ω本
質
ご
な
す
べ
き
が
、
商
業
が
行
ふ
所
の
或
程
度

ω加
工
は
、

を
生
産
活
動
ご
見
倣
さ
れ

F
る
か
の
問
題
は
、
議
論
の
岐
る
、
、
所
で
ゐ
ら
う
。
皐
者
に
よ
っ
て
は
「
ご
り
立
て
、
言

ふ
程
の
改
也
記
念
な
す
こ
さ
な
〈
」
(
O
宮
市
ロ

g
口
mg巧
R
Z
C
B
m内
丸
山
]
宮
口
問
)
ご
い
ひ
、

或
は
『
別
段
の
加
工
を
な
さ 之

J) 2) 芦田海1i"博士;商業旬存命(犬iE十三.") -1'[ 
3) 土問貞次郎怖士，酔j主主組織 改蓑(浪京商科大与1岩IJ立五ト周年言E念i論文集三
頁大疋?阿保)
平井泰太郎教授;商事と経脅事(怪岱経済日干究第三加一三八頁昭和四年九
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す
L 
て
1-7> 

さ
い
ふ
制
限
を
附
す
る
こ
ご
も
ゐ
る
。
私
は
仮
ム
リ
に
之
を
前
掃
の
如
〈
『
他
の
商
品
に
鞠
換
す
る
ζ
ε

な
く
し
て
』
ご
し
た
。
花
見
に
よ
れ
ば
生
産
ご
は
一
定
川
商
品
ぞ
他
の
商
品
に
輔
換
す
る
こ
ご
に
外
な
ら
向
。
知

一
定
山
商
品
が
他
の
商
品
に
輔
換
し
た

b
や
否
ゃ
に
よ

何
な
る
程
度
叫
加
エ
を
以
っ
て
生
産
ご
な
す
ぺ
き
か
は
、

る
の
外
な
い
。
従
ワ
て
戎
科
皮

ω加
工
を
な
す
ご
も
、
商
品
が
依
然
ご
し
て
も
ど
の
商
品
に
止
ま
る
聞
は
生
産
に

め
ら
す
、
従
っ
て
又
こ
の
範
囲

ω
加

LF
金
な
す
に
於
て
は
、
商
業
た
る
に
妨
げ
な
い
ご
解
す
る
。

第
一
一
一
に
農

L
業
に
於
け
る
内
産
物

ω
版
費
行
掛
川
は
、
之
を
商
業
ご
若
倣
す
べ
き
か
否
か
の
問
問
も
亦
.
議
論
の

岐
る
、
所
で
あ
り
、
H
W
C
『

m
Z
数
授
り
如
き
は
庚
義

ω
商
業
山
中
に

F
E
r
-
g
z
m一一司白
E
5『
T
E
E
m
-
等
を
も

認
め
て
ゐ
る
。
併
し
乍
ら
今
口
的
世
曾
に
於
げ
る
大
部
分
的
産
業
は
、
謂
ゆ
る
商
品
生
産
で
あ
る
か
ら
、
今
も
し

製
口
聞
を
販
頁
す
る

ω故
を
以
っ
て
之
を
商
業
と
宥
倣
L
得
る
な
ら
ば
、
殆
ん

E
組

τの
産
業
は
商
業
ご
な
る
で
ゐ

ら
う
。
今
日
の
産
業
山
大
部

γ
は
謂
ゆ
る
商
的
性
質
を
有
す
る
ニ
ご
は
疑
な
い
が
、
之
を
以
っ
て
商
業
ご
な
す
こ

ご
は
問
題
で
ゐ
ら
う
さ
考
へ
る
。

最
後
に
商
業
活
動

ω
本
質
日
商
品

ω資
質
に
ゐ
り
さ
い
ふ
こ
ご
は
、
今
日
の
枇
曾
に
於
り
ろ
商
業
に
就
て
言
ひ

得
る
に
過
ぎ
な
い
。
商
業
活
動

ω
本
質
も
亦
.
歴
史
的
に
進
化
し
後
展
し
っ
、
あ
っ
て
、
中
世
以
前
の
商
業
は
、
責

買
活
動
ご
相
並
ん
で
、
運
活
・
貯
療
・
金
融
其
他

ω活
動
を
も
な
し
た
こ
ご
は
誌
に
言
ふ
ま
で
も
な
い
。
然
る
に
今

日
に
於
て
は
是
等

ω
活
動
は
商
業
ご
は
分
離
輔
立
し
て
、

ぞ
れ
等
は
最
阜
商
業
補
助
業
で
き
へ
も
な
く
な
っ
て
ゐ

一
九
丸

商
業
の
本
質
及
び
商
業
経
済
串
に
旗
，
い
て

一
九
丸

第
一
般

第
三
十
血
管

Principees of Mnrketing (1925) pp. 10-28. 
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商
業
内
本
質
及
が
商
業
経
済
構
に
裁
い
て

二
0
0

第

娩

n'F 
代 J

ご
共

挽
ft 
吐F
さe

る
を
得
なニい。。8)u 
メ志、
τ 
円
3f. 
<=1 

第
三
十
巻

る
ー
。
従
っ
て
又
、
事
者

ω
概
念
す
る
向
業

ω
本
質
な
る
も
的
も
.

大
野
教
授

ω
謂
ゆ
る
『
正
統
一
保
向
業
拳
』
な
る
も

ω
行
は
れ
、
商
業
以
外
に
銀
行
・
運
窓
・
保

固
に
於
て
も
倫
ほ
、

険
-
倉
庫
業
等
4

ど
ば
、
商
業
蹴
論
ま
た
は
商
業
荊
論
ご
し
て
包
括
せ
ん
ど

rる
傾
向
山
残
っ
て
ゐ
る
の
は
、
恰
か
も

中
世
以
前

ω
商
業
活
動
に
回
…
臆
す
る
3

も
の
で
ゐ
つ

1
、
目
疋
等
小
川
諸
業
は
今
日
で
は
す
で
に
商
業
補
助
業
で
き
へ
も

な
く
な
っ
て
ゐ
る
一

ωで
あ
る
が
ら
、
教
育
上
川
一
使
否
は
兎
h
角
、
此
山
如
き
は
向
車
問
研
究
上
に
怠
義
少
き
の
み
な

ら
A
V
、
肝
先
上
の
便
宜
ヨ
後
瓜
を
期
す
る
所
以
で
も
な
い
♂
思
は
れ
る
。
註

0

1

2

 

大
野
放
授
。
訓
ゆ
る
『
新
民
同
業
挙
一
一
ま
た
は
『
線
管
事
と
匝
別
さ
れ
た
る
尚
業
い
尚
昆
は
、
平
井
教
授
川
い
於
て
紹
管
事
と
封
立
せ
ら
る
ミ
商
事
な
る

詮
も
由
と
大
同
小
川
持
白
も
山
と
田
山
は
れ
る
が
、
己
目
外
に

iM業
を
狭
義
に
解
し
、
そ
の
貰
買
前
勤
の
み
に
研
究
の
鈍
問
を
限
定
し
、

且
つ
闘
氏
招
捕
開

的
に
之
宮
観
筏
せ
ん
止
す
る
間
業
革
ま
た
は
商
業
純
済
事
が
あ
る
。

戸
町
博
士
の
『
商
業
純
済
論
』
は
、
同
業
政
策
に
闘
す
る
論
議
を
多
分
に
合
ん
で
は
ゐ
る
が
、
再
開
に
於
て
比
較
的
に
早
く
此
扱
宮
代
表
す
る
も

申
込
一
っ
て
あ
ら
う
。
最
近
に
は
向
井
敬
伎
の
『
配
給
市
場
組
織
』
を
事
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

阪
に
商
業
活
動

ω
本
質
が
商
品
の
貰
買
に
あ
り
ざ
す
れ
ば
、
此

ω
活
動
ケ
研
先

ω劉
象
ご
す
る
商
業
純
倍
率
は
.

寅
買
活
動
を
そ

ω本
質
的
掛
象
ご
す
る
こ
ど
言
ふ
ま
で
も
な
い
。
併
し
乍
ら
商
業
が
そ

ω買
買
行
潟
を
総
結
し
得

る
た
め
に
は
.
之
に
必
要
以
る
柿
ー
の
艇
傍
的
活
動
を
な
さ
ね
ば
な
ら
れ
制
。
応
舗
を
設
備
し
府
口
貝
を
傭
入
れ
、
業

務
を
組
織
し
統
制
し
.
結
川
市
を
計
量
し
殿
堂
す
る
等
の
内
部
活
動
こ
れ
で
め
る
Q

是
等

ω内
部
活
動
は
、
貰
寅
活

動
ご
い
ふ
掛
外
活
動
を
な
す
た
め
の
手
段
に
過
ぎ
な
い
。

こ
の
意
味
に
於
て
は
そ
れ
は
一
和

ω附
随
的
精
勤
仁
叫

向井鹿松歓授;組織概念正 Lての商業(南!U'，J . 市下問敬太郎教授荷の意義
(自UlJ).<0よか大泉わ雄教授，杭業 1>本質に|刻する最近山二諭(lIIJ比j参照
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相
違
な
い
が
、
而
も
こ
れ
な
〈
し
て
は
封
外
活
動
は
不
可
能
で
あ
る
ご
す
れ
ば
、
ぞ
れ
は
同
時
に
叉
基
礎
的
活
動

で
も
あ
る
o

ぞ
れ
故
γ
商
業
活
動
を
封
象
ご
す
る
商
業
経
終
息
一
己
於
て
は
、
此
和
の
内
部
活
動
を
も
共
の
掛
象
ご

す
ぺ
き
こ
ご
言
ふ
迄
も
な
い
。
狭
義
に
抑
制
借
ピ
輯
す
る
場
合
、
此
柿

ω内
部
活
動
ま
た
は
内
部
組
織
を
の
ム
指
稀

す
る
こ
ご
も
あ
る
が
、
通
べ
来
れ
る
如
〈
商
業
の
純
俸
は
、
寅
一
貝
活
動
を
共
的
本
質
ご
す
る
も
の
で
ゐ
ら
う
。

要
す
る
仁
軍
猫
純
務

ω
活
動
ご
し
て
の
商
業
は
‘
資
買
活
動
を
山
犬
山
本
質
的
要
素
ご
な
す
も
の
で
ゐ
っ
て
、

に
ニ
の
掛
外
活
動
ぞ
な
す
た
め
に
叫
、
何
々
の
内
部
活
動
を
必
要
ど
す
る
。
而
し
マ
是
等
り
商
業
活
動
&
研
究
の

制
割
象
ご
す
る
も
の
は
卸
も
商
業
桝
傍
事
で
あ
る
か
ら
、

ぞ
れ
は
ま
た
常
然
に
商
業
的
掛
外
純
管
ざ
掛
内
約
管
ど
を

包
括
せ
ね
ば
な
ら
臥
こ
己
、
な
る
。
誌

陸

平
非
教
授
は
私
続
済
研
究
の
巾
に
問
料
棒
串
と
向
皐
と
を
封
立
せ
し
め
、
『
物
育
の
間
給
、
並
び
に
こ
れ
に
件
ふ
金
融
を
中
心
と
す
る
卓
司
祭
』
を
な3 

す
場
合
は
陶
酔
、
『
資
本
瓦
び
砂
務

ω
提
供
並
び
に
危
険
免
措
在
中
心
と
す
る
考
察
』
を
な
す
場
ム
引
は
純
野
県
を
代
立
せ
し
む
る
と
主
弦
さ
れ
る
ω

私
は
私
純
情
倒
的
研
究
を
す
べ
て
紹
皆
純
術
事
と
す
る
か
ら
、
平
井
政
投
山
制
ゆ
る
附
製
は
、
開
業
料

Aa中
、
交
羽
純
略
目
凱
午
、
倉
時
綿
棒
事
(
以
上

物
資
内
配
斡
)
お
よ
び
金
制
純
科
目
出
?
の
純
替
桜
諸
分
科
を
合
む
こ
と
誌
な
り
、
ま
た
教
授
山
間
ゆ
る
料
特
製
は
保
険
料
管
桜
井
他
を
合
む
ζ

と
h

な
る
。
こ
の
駄
に
於
て
私
の
瓦
る
所
は
、
教
授
の
所
説
と
可
た
り
相
山
返
す
る
様
で
あ
る
。
私
H
A
で
は
、
若
し
商
摩
ま
た
は
商
業
撃
の
概
愈
を
裂
す

る
な
ら
ば
、
前
誠
艇
符
前
中
正
商
業
極
端
問
血
中
と
の
色
括
蜘
刷
会
と
し
て
は
如
何
か
と
思
ふ
。

四

商
業
現
象
の
本
質
お
よ
び
商
業
料
済
串

商
業
の
本
質
及
び
向
業
艇
済
事
に
就
い
で

。

第
一
瞬

亡〉

第
三
+
巻

夏
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商
業
の
本
質
及
び
商
業
極
端
向
型
に
就
い
て

第
三
+
巻

O 

第
一
斑

。

車
濁
経
慣
の
意
識
的
計
護
的
統
一
的
活
動
ご
し
て
の
商
業
り
本
質
は
、
通
ぺ
来
れ
る
如
く
昭
濁
純
傍

ω
資
質
活

動
に
外
な
ら
ぬ
。
然
ゐ
に
か
、
る
貰
民
活
幼

ω
多
数
競
合

ω
結
栄
ご
し
て
、
一
耽
合
的
に
彼
等

ω意
識
か
ら
澗
立
し

た
無
意
識
的
な
結
果
や
現
出
す
る
。

こ
れ
即
ち
商
業
現
象
で
ゐ
っ
て
、
商
品
川
り
枇
合
的
流
地
印
ち
是
で
あ
る
。

商
品

ω一
枇
命
目
的
流
地
は
、
今
日

ω品
川
.
舎
に
於
て
は
u

先
第
一
に
無
意
識
的
な
一
の
枇
曾
的
純
情
現
象
ご
し
て
現

は
れ
る
。

的
丸
意
識
的
な
資
買
行
局

ω競
九
日
の
結
川
市
に
は
相
違
な
い
が
、
併

問
よ
り
そ
れ
は
例
々
的
商
業
活
跡
、

し
ん
寸
口

ω
一
耽
合
に
於
け
る
大
劣
数
U

商
人

ω
士
一
日
買
行
錯
は
、
安
ラ
所
ご
叫
に
買
入
れ
て
、
高
き
所
ご
時
に
縛
買

し
、
そ
的
問

ω
岩山川
eT
符
ん
ど
寸
る
判
的
ご
立
誠
凶
外
に
出
で
す
、
商
品
dyd生
出
陣
岩
よ
h
消
費
者
に
疏
通
せ
し
め

ん
ご
す
る
が
如
き
は
、
彼
等
の
意
思
で
も
円
的
で
も
な
い
。
註
一

2
b
x
、

商
人
は
共
の
呼
び
低
e
T
t
L
梯
ふ
購
買
岩
本
へ
ゐ

そ
れ
が
生
産
者
た
る
ご
消
費
者
た
る
ご
其
他

ω
何
人
た
る
や
-
問
は
守
、
喜
ん
で
其
的
商
品
を
引
渡
す
に
臨

躍
し
な
い
で
あ
ら
う
。
商
人
は
彼
れ
の
商
品
の
嘗
然
に
涜
泌
す
べ
き
方
向
に
反
す
る
の
故
を
以
っ
て
、

閥
客
小
山
踏

買
を
拒
絶
し
な
い
で
ゐ
ら
う
。
然
る
に
も
拘
ら
十
、

か
く
の
如
き
意
思
芯
目
的

ω下
に
商
品
が
時
半
貰
買
さ
る
、

の
結
果
ご
し
て
、
還
に
は
彼
等
制
々
の
資
質
行
潟
の
意
思
さ
円
的
か
ら
濁
立
し
た
る
一
の
現
象
、
卸
も
生
産
者
か

ら
消
費
者
へ
の
商
品
の
枇
合
的
流
通
ご
い
ふ
現
象
が
結
栄
さ
れ
る
。
是
れ
郎
ち
商
業
現
象
で
ゐ
る
o
註二

内
山
博
士
に
従
へ
ぽ
、
『
貨
物
の
交
換
若
〈
は
寛
賞
』
は
商
業
目
手
段
に
過
ぎ
ず
、
商
業
の
目
的
は
『
生
産
者
と
消
費
者
と
の
悶
に
存
す
る
人

註
的
、
場
所
的
、
時
間
的
懸
隔
を
連
結
す
る
』
に
あ
り
と
せ
ら
れ
る
。
博
士
が
蕊
に
目
的
と
し
て
掲
げ
ら
る
ミ
所
は
、
後
に
逸
ぷ
る
が
如
〈
出
。
お
宮

教
授
が
、
商
業
白
〉
z
f
m問巾
E

L

J〈
町
内

r
zコ
問
(
任
務
及
び
作
用
)
と
し
て
皐
示
さ
る
ミ
所
と
一
致
す
る
・
も
の
で
あ
る
が
、
言
ム
主
で
も
な
〈
揮

河常，m博士著;商業政策綱要(大E十四年)プ:ーヒ頁向業1)音義参照
内i也廉吉博士著:商業概論(奥代経済皐全集娘三トーを尚業日jj国第一編ニ頁.
昭和l四年)
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‘

.

、

、

、

、

、

士
が
目
的
と
言
は
る
込
田
は
、
任
務
ま
た
は
作
川
の
窓
味
て
あ
ら
う
。
従
っ
て
博
士
の
意
味
さ
る
ミ
商
業
と
は
、
側
々
の
商
業
活
動
を
掃
さ
る
L

も
凸
で
は
な
か
ら
う
と
尽
p

針。

『
聞
業
現
象
『
と
い
ふ
語
は
最
近
三
三
の
皐
者
の
悶
に
用
び
ら
れ
つ
ミ
あ
る
。
例
へ
ば
大
野
教
授
は
制
阿
倍
皐
と
断
別
さ
れ
た
る
同
業
臥
干
の
本
質

h"

、
、
、
、
、

7

は
、
寧
ろ
商
業
て
ふ
現
畿
内
正
し
き
叙
述
に
存
す
る
ふ
L

思
ふ
』
と
主
張
さ
れ
る
@
然
る
に
教
授
は
直
ち
に
そ
の
後
に
『
商
事
嬰
羽
又
は
商
業
要
項
て

，
を

ふ
名
称
に
こ
そ
却
て
狭
誌
の
市
川
薬
品
中
の
本
質
は
別
ば
れ
た
り
と
岡
山
ふ
』
と
言
は
る
ミ
よ
り
察
す
れ
ば
、
私
見
と
は
多
砂
異
な
る
も
の
か
と
思
は
れ
る
。

、

、

、

、

、

、

、

、

、

制
同
教
授
は
耐
の
意
義
を
諭
ぜ
ら
れ
、
活
現
と
し
て
円
一
向
.
現
象
と
し
て
町
筒
、
総
管
と
し
て
の
商
の
三
面
世
主
訴
さ
れ
る
d

そ
し
て
『
荊
現

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

品
市
は
物
別
を
沼
じ
て
の
人
川
町
的
闘
片
岡
て
あ
る
。
:
・
-
;
市
は
人
が
財
(
物
財
お
J
伊
勢
お
配
合
む
)
を
支
配
す
る
現
象
ず
あ
っ
て
、
人
が
財
に
よ
っ

、刷、

vb

て
左
右
せ
勺
る
込
現
象
て
は
な
い
』
と
言
は
る
L

知
よ
り
祭
す
れ
ば
、
私
の
窓
臥
す
る
商
業
別
象
正
は
、
別
も
時
込
様
に
も
田
U
U
れ
る
が
も
批
の

註
黙
明
ら
か
で
な
い
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
、
、
、
、
、
、

6

『
附
業
て
ふ
批
令
現
象
・
批
令
的
機
桃
山
統
一
的
観
察
で
な
け
れ
ぽ
な
ら
ぬ
』
と
主
張
さ
札
る
場
合
由
意
味
は

大
泉
教
授
が

、
.
、
、
、

向
山
菜
泊
諭
は

最
も
私
見
に
近
い
も
の

k
想
像
さ
れ
る
が
、

併
し
教
授
が
、

、
、
‘
.
、
、

商
業
現
象
を
以
っ
て
商
業
純
情
問
中
の
劉
象
で
あ
る
と
す
る
私
見
に
賛
成
さ
れ
る
か

は
、
明
ら
か
で
な
い
。

商
品

ω一
枇
曾
的
流
通
は
、

個
々
の
責
買
行
錦
な
く
し
て
は
、

成
立
し
得
F
る
こ
ご
言
ふ
ま
で
も
な
い
。
此
の
意

味
じ
於
て
商
業
活
動
ご
商
業
現
象
ご
の
聞
に
は
、

一
般
的
な
純
憐
活
動
ご
経
済
現
象
ご
の
聞
に
見
ら
れ
る
様
な
閥

係
が
成
立
す
る
も

ωご
忠
は
れ
る
。
或
る
意
味
に
於
て
、

流
地
現
象
は
費
買
活
動
を
原
因
ご
し
て
、

ぞ
れ
か
ら
振

生
し
来
っ
た
も

ω
で
ゐ
り
、

従
っ
て
前
者
は
役
者

ω
制
約
か
ら
自
由
に
は
め
り
得
な
い
。
併
し
乍
ら
二
の
こ
ご

は

雨
者
一
か
澗
立
し
た
二
つ
の
存
一
位
で
ゐ
る
こ
ご
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

商
業
の
本
質
及
び
商
業
担
祷
皐
に
就
い
て

第
一
ニ
+
巻

第
一
一
説

一一

O
三

O 

4) 大野良司教授;商業l型の本質(市i出ー三 4 頁)
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商
業
の
本
質
及
び
商
業
経
済
事
に
就
い
で

第
三
十
巻

二

ο四

商
口
聞
が
生
産
者
か
ら
消
費
者
へ
ご
枇
骨
目
的
に
流
通
し
行
〈
現
象
は
又
、

第
二
祝

。l
四

そ

の

流

通

セ

可

能

な

ら

し

じ

る

枇

合

的

な

、
、

〉

)
l
t
z
、

そ

u
a刷
軒
-B

実

世

間

に

成

立

し

て

ゐ

る

ご

見

る

ニ

さ

が

出

来

る

。

商

業

組

織

こ

円

い

で

ゐ

る

。

併

し

乍

ら

比

の

意

味

に

於

け

る

商

業

内

組

制

は

‘

惑

に

謂

ふ

所

に

よ

り

て

明

か

な

る

如

〈

、

個
々
の
頁
民
活
動
の
無
意
識
的
結
同
市

F
F
U
て
、

自

然

に

枇

合

的

に

成

立

し

来

っ

た

も

の

、

謂

は

い

現

象

ご

し

て

の

商

業

組

制

で

あ

っ

て

、

軍
獅
純
済
の

意

識

的

計

書

的

統

一

的

活

動

ご

し

て

成

立

し

た

組

紬

で

は

な

い

。

従

っ

て

ぞ

れ

は

謂

ゆ

る

経

経

組

蹴

ど

は

全

く

別

も

の

で

あ

る

o
註

、
、
、
、
、
.
、
0

・・

0

註
『
商
業
は
組
織
な
げ
』
一
と
は
最
も
早
〈
向
井
教
授
の
提
唱
さ
る

hmて
晶
る
。
『
困
問
叫
紹
油
開
上
に
於
け
る
間
給
紅
紋
い
「
な
ど
の
語
よ
り
出
品
す
れ
ば
、

、.

枇
脅
的
な
組
織

ω
様
に
も
思
ほ
れ
る
が
、
併

L
X
『
-
・
4

則
ち
専
ら
財
貨
の
人
的
格
特
町
給
zp~
任
務
と
す
る
専
門
的
の
組
織
が
な
〈
て
は
な
ら

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

.

、

、

、

、

、

、

、

ぬ
。
此
組
織
が
詩
利
山
原
則
に
よ
っ
て
行
は
れ
て
ゐ
る
と
、
一
部
分
の
人
々
の
共
同
利
往
の
た
め
に
紹
替
せ
ら
れ
て
ゐ
る
と
、
持
た
又
濁
立
の
商

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

.

、

、

町

人
に
屈
す
る
と
工
業
家
白
か
ら
斜
替
す
る
と
共
所
J

引
構
内
所
在
は
問
ふ
凶
で
な
い
』
一
と
の
主
張
を
見
る
在
、

様
で
あ
る
。

一
の
材
料
枠
組
織
と
解
せ
れ
ば
な
ら
ぬ

こ
ω
こ
と
は
敬
授
の
最
近
の
主
張
に
於
て
ド
パ
リ
明
白
に
さ
れ
て
ゐ
る
。
卸
ち
そ
の
町
給
組
織
鵠
詑
を
説
明
さ
れ
て
、
『
今
日
の
財
貨
の
祉
合
的

、
、
、

m

H

か
L

る
行
沖
地
を
専
務
と
す
る
一
つ
の
鱈
管
健
で
あ
る
』
・
と
す
る
。

移
動
を
司
る
も
の
は
一
つ
の
偶
然
的
行
伐
と
し
て
之
を
な
す
も
回
て
な
〈
し
て
、

従
っ
て
そ
れ
は
、
私
自
こ
-A

・
で
怠
昧
す
る
商
業
組
織
と
は
別
も
の
L
様
て
あ
る
。
か
ミ
る
意
味
の
同
議
机
織
の
存
す
る
ζ

と
も
さ
き
に
述
べ
た
。

た
日
、
私
の
主
張
は
、
制
替
慌
と
し
て
の
商
業
組
織
の
研
究
は
、
商
業
糾
此
官
接
に
届
す
る
と
言
ふ
に
過
ぎ
均
。

商
業

t
組
織
と
解
す
る
協
の
問
中
者
は

E
r
R
F
教
授
で
あ
る
。
教
授
の
前
は
る
為
。
品
川
E
一
国
【
吉
ロ
も
、
寧
ろ
向
井
教
授
の
組
織
世
に
近
一
ー
も

ι
‘
今
様
に
息
は
れ
る
。

向井鹿松教授;組織概念と L て"~ I釘業(記l出ごC民)
同 1-- ニh貞二八点
向上二九JA
向IH幻畳半干，商業誌諭 f終i'l干取?-!Ii商業取上昭和四年二八百}
大泉行雄主主授詰1業白木質にr!日する及迂心二;前{古il出ーの点rn
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¥
商
品
が
枇
合
的
に
流
通
し
符
〈
組
械

ω中
に
織
h
込
ま
お

V
車
濁
純
憐
は
、
そ
の
限
が
に
於
て
、
相
互
に
一
定

の
闘
係
に
立
ん
も

ω
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
此
山
関
係
は
、
必
?
し
も
軍
制
艇
情
的
意
思
的
聞
係
で
は
な
い
。
彼
等

の
意
思
ご
は
濁
立
に
、
自
然
に
枇
合
的
に
成
立
す
る
に
至
つ
だ
関
係
で
ゐ
h
、
前
は
uv
現
象
ご
し
て
の
枇
曾
聞
係

で
あ
る
。
回
よ
り
そ
れ
は
例
々
の
意
思
的
附
係
の
綜
令
的
結
果
に
は
相
誌
な
い
が
、
而
も
そ
こ
仁
成
立
し
た
舵
曾

開
係
は
意
思
的
附
係
で
は
な
い
。
例
へ
ば
円
本
の
生
絹
輪
山
商
f
」
ア
メ

y
カ
の
生
総
輸
入
商
ご
の
聞
係
は
、

の

意
思
的
関
係
で
ゐ
h
、
従
ワ
て
此
の
寅
只
関
係
は
、
双
方
的
側
に
於
け
る
商
業
終
持
率
(
そ
の
一
部
を
な
す
貰
買

紛
)
凶
一
割
象
じ
な
る
も
的
で
は
ゐ
る
が
.
日
ホ
の
養
賢
一
伝
ご
ア
メ

y
カ
婦
人
(
絹
純
物
購
買
者
ご
し
て
の
}
ご
の
間

に
成
立
す
る
関
係
は
、

一
の
一
耽
舎
現
象
ご
し
て
の
関
係
で
ゐ
り
、
従
っ
て
此
い
い
関
係
は
商
業
組
済
撃
の
約
象
ご
な

る
も
の
で
あ
ら
う
。

以
上
越
ぷ
る
所
に
よ
っ
て
、
謂
ふ
所
り
商
業
叫
象
な
る
も
の
は
、
軍
服
例
経
済
の
商
業
活
動
に
基
い
て
、

枇
命
目
的

に
発
生
す
る
所
り
純
一
意
識
的
な
一
の
極
構
現
象
で
あ
る
こ
ご
は
明
か
に
さ
れ
た
ご
思
ふ
。
然
ら
ば
か
、
る
商
業
現

象
は
、
何
ぞ
以
っ
て
北
(
の
本
質
ど
す
る
か
、
換
言
せ
ば
商
品
の
枇
合
的
流
通
ご
は
何
を
意
味
す
る
か
、

こ
の
こ
ご

炉
問
題
ピ
な
ら
F
る
を
得
な
い
。
先
づ
第
一
に
‘
商
業
的
国
民
椛
糖
的
お
義
ぞ
高
調
ち
る
、
ド
イ
ツ
の
ニ
串
者
に

之
'g
聴
か
う
。

L
『
・

0
2
=
R
mご

商
業
由
本
質
及
び
荊
業
組
曲
問
団
申
に
説
い
て

第
=
?
T晶
甘

ニ
O
五

第
一
一
概

ニ
O
E

J. Hirsr.h; Organis日.tionund Formen de，; Handels und der Staatlichen 
Binnenhandelspolitik. (G.D.S.V.L 1918. S. 50.) 
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商
業
。
本
質
及
び
商
業
紹
済
事
に
就
い
て

第
三
+
巻

第一一概

ο 
，、

O 
プ言

、同ロ】

40-F24rznr白同口口日戸市口

ロ
戸
内
市
同

出
向
口
白

m-

、LN豆、
hkuhBb町

員喝

hh-kto町、申
h-

F
3
h
h
h
凡
な
認
さ

ksミ之内
3
b円
h
S
号
、
ミ
ミ

2
5白
山
巾
一
『
「
巾
B
F
F
E
志
向
一
一
n
r
g
の
m
σ
s
z
n
r
2
5
H同

N
C
N
E
F
g
E

m
p
d口印

dFA
『師門町-戸市口

もて、

"" 恒唱

H
N
・
〈
白
H
H
色
町
『
切
O

『
m
z

円以
-RS~註
弘
V
1氏
、
問
、

〕晶

、弘、《詰
h
h
b
ミ
ミ
ミ
礼
旬
、
九
hhv.n
込

3
N
3ミ
ミ
話
、
町
、
県
h
q
t
N
E
d
町、
b-
、E
R
b
E
J
H
言
語
門
川
ミ
ミ
町
、
“
町
民
、
月
三
「

hv 

w

〉
=
白
血
肉
巾
己
主
J

志
野
E
m
〕
司

m
-
一
n
r
g

L
市
町
、
』
白
河

N
b
b
r
H叫凶

出
向
豆
町
}
出

目
的
同

日戸一市『口白口}回

ぬ‘r、
持、

債
低
そ
の
他
に
摘
す
る
貼
は
姑
く
別
ご
し
て
、

教
授
に
於
け

用
品
杭
授
山
意
味
す
る
内
容
の
相
違
は
、

b
o「
間
宮
門

る
『
人
格
的
』
宮
2
E
F
Z
ロ
炉
、

数
授
に
接
見
さ
れ
す
、

そ
こ
で
は
た
い
「
場
所
的
及
び
時
間
的
媒

の
さ
ロ
宮
内
]

介
」
あ
=
E
r
z
z
E
N
島
一
三
戸
市
〈
2
E
.
宣
言
問
の
み
が
問
題
ご
さ
れ
て
ゐ
る
酷
で
あ
る
。
然
ら
ば
問
題
は
、
是
等

の
人
格
的
・
場
所
的
・
時
間
的
媒
介
(
ま
た
は
流
池

)ω
一
ニ
者
が
、

何
れ
も
商
業

ω一
世
合
的
機
能
の
本
質
を
な
す
も
の

で
ゐ
ら
う
か
、
若
〈
は
そ
の
中

ω
一
つ
又
は
二
つ
に
け
が
、

一
肱
曾
的
現
象
ご
し
て
の
商
業
的
本
質
を
な
す
も
の
で

ゐ
ら
う
か
、

こ
の
黙
を
一
見
に
吟
味
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

世
曾
的
組
織
ご
し
て
の
商
業
が
、
商
品
流
通
り
場
所
的
及
ぴ
時
間
的
媒
介
を
な
す
こ
ご
は
、
疑
ふ
徐
地
は
な

ぃ
。
併
し
乍
ら
問
題
以
、

是
等
り
こ
つ
が
果
し
て
そ
の
本
質
的
機
能
を
成
す
か
否
か
に
あ
る
。
之
を
決
定
す
る
規

準
は
、

人
格
的
流
活
を
伴
は
ぜ
己
る
軍
な
る
場
所
的
M
A
ぴ
時
間
的
流
通
が
、

よ
〈
商
業
を
成
立
せ
し
な
る
か
否
か
に

あ
る
。
言
ふ
ま
で
も
な

f
此
は
皐
な
る
物
尉
の
移
動
ま
た
は
貯
蔵
仁
過
ぎ
な
い
Y
O

之
仁
氏

L
て
場
所
的
統
泌
お
よ

J. Grllntzel; System der H乱ndelspolitik.:;. Au丹nge(1928) S. 1. (Italic 
J士宮l用者による。以下向亡。)
R. Van der Borght; Handel und Handelspolitik， AlIflage (1907) S. 4・

;3) 
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ぴ
時
間
的
流
通
を
伴
は

F
る
車
な
る
人
格
的
流
通
は
、
僚
に
そ
れ
式
げ
で
、
商
業
現
象
を
成
立
せ
し
む
る
に
十
分

で
あ
ら
う
。
ぞ
れ
故
に
商
品
の
祉
曾
的
統
過
を
成
立
せ
し
む
る
上
仁
、

必
要
に
し
て
十
分
な
る
要
件
は
、
そ
の
人

格
的
流
通

ω外
に
な
い
さ
言
は
ね
ば
な
ら
凶
。
此
離
に
於
て
前
掲
の

P
E
R
m
-
致
授
が
、
場
所
的
及
び
時
間
的

媒
介
の
み
を
ゐ
げ
て
も

こ
の
人
格
的
媒
介
を
逸
さ
れ
た
の
は
、
如
何
な
る
理
由
に
よ
る
か
、

私

ω理
解
ト
得
5
る

所
で
ゐ
る
。
此
馳
に
於
て
は

ロロ円
m
E
致
授
的
設
ぞ
優
れ
り
ご
す
べ
き
か
.

た
H
Y

数
授
が
三
者
に
卒
等

ω評
価
恨
を

奥
へ
た
が
の
如
〈
肝
ぜ
ら
る
」
鮎
は
、
問
題
た
る
を
免
れ
な
い
で
あ
ら
う
。
言
ふ
ま
で
も
な
く
人
格
的
糾
分
は
、

多
〈
の
場
合
に
場
所
的
及
び
時
間
的
拡
介
を
件
ふ
も
の
で
あ
っ
て
、
是
等
は
ぞ
の
附
随
的
要
件
で
は
ゐ
ら
う
o

併

し
乍
ら
三
者
的
何
れ
が
本
質
的
な
h
ゃ
に
就

τは
、
之
を
卒
等
に
評
痕
し
特
な
い
。
こ
の
こ
ご
は
卸
も
前
節
に
論

す
る
所

ω
商
業
活
動
的
本
質
が
一
に
そ
の
買
買
活
動
に
存
す
る
ご
い
ふ
主
張
ご
照
躍
す
る
も
の
で
あ
る
。

此
の
賠
に
就
て
は
‘
百
円
un--
数
授

ω
見
る
所
以
私
丸
ご
一
致
す
る
。
教
授
以
吉
町
』
・
ヨ
ロ
o
p
p
L
B
の
P
R門口
σ向
洋
『
守

m
E
ロ
四
を
以
っ
て
.
商
業
的
岡
氏
艦
艇
的
機
揺
ご
な
し
、
一
見
に
之
に
脚
託
し

τ

=。U
同
何
回

1
U
F
2
1
h『
臼
N
Z口
問

一回目一回一円]品

E
r
t目

n
u
g
z
z
n
F
N戸
-
2
2
m
r
g
h
h
之、皇内、ミ
p
h
u
h
h
H
E
込
b
h
b
同
円
以
ミ
・
、
《
宅
内
坦
言
。
t
h
q
s
¥
r
h同
町
、

r
g
bミ
s
 

志向
1
h
r
h
b
h
b
h
h『

(452E円
〈
町
長
m

F

E
↑】

r
r『
白
色
門
官
豆
町
])λ

ご

ミ

志
向
、
守
会
宮
内
、
九
、

お
も
ん
同
室
h
A
同hptRRHh

め
る
は
、
誠
に
意
金
得
た
言
葉
で
ゐ
る
ご
思
ふ
。

併

ι乍
ら
商
品

ω枇
命
日
的
流
通
り
本
質
が
、
そ
の
人
格
的
統
通
に
あ
る
ご
い
ふ
の
は
、
一
吉
田
ふ
ま
で
も
な
〈
今
日

商
業
脚
本
質
此
H
V
商
業
盤
済
摩
に
就
い
て

第
三
十
態

第
一
歳

ニ
o
t

O 
t 

J. Hirsch; Org九nis~tion !md Formen des H，mc1els uncl .der Staatlichen 
DInnenhandelspolidk lG.D.5.V.I・1918.s. 50・)
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出i

商
業
り
本
質
及
び
商
業
組
涛
車
問
就
い
て

第
三
十
巻

。
八

第
一
規

一一
O
八

の
枇
曾
に
於
け
る
枇
合
的
抗
過
に
岡

τる
限
り
で
ゐ
つ
J
L
、
過
去
り
枇
曾
に
於
て
は
、
場
所
的
流
活
お
よ
び
時
間

的
流
辿
も
.
人
格
的
流
辿
ご
相
並
ん
で
等
し
く
そ

ω
本
質
-
ぜ
な
し
た
時
代
も
ゐ
っ
た
。
ま
た
将
来
の
枇
舎
に
於

τ、
永
久
に
そ
れ
が
赴
曾
的
流
地

ω本
質
・
己
し
て
残
る
か
ど
フ
が
は
保
荘
し
得
》
い
1

0

今
日
す
で
に
一
部
川
傾
向

ど
し
て
、
謂
ゆ
る
商
人
排
除
附
向

ω
窺
以
れ
る
り
以
‘
即
ち
枇
曾
的
流
揺
の
本
質
が
.
次
出
に
人
格
的
流
通
が
ら

場
所
的
お
よ
び
時
間
的
流
辿
に
移
り
つ
、
ゐ
る
・
」
ご
セ
暗
示
す
る
も
の
で
ゐ
ら
う
o

岡
山
川
に
此
り
傾
向
は
又
.
現

象
ご
し
て

ω
商
装
組
制

ω範
凶
が
次
却
に
狭
的
ら
札

t
之
に
代
ふ
る
に
滑
動
と
じ
て
川
意
4
川
崎
組
械
の
範
閣

が
、
次
第
に
蹟
脱
さ
れ
つ
、
あ
る
ニ
ご
を
附
一
不
ず
る
も
り
で
ゐ
ら
う
。
た
ャ
併
し
、
今
日
り
枇
曾
に
於
て
、
何
れ
い

が
一
般
的
に

Z
E
H
F
E
し
て
ゐ
る
か
い
Y

問
題
で
ゐ
h
、
ま
た
比

ω
人
格
的
流
泌
が
、
急
逃
に
吾
々
の
一
耽
曾
か
ら

消
滅
す
る
で
ゐ
ら
う
か
も
問
題
で
ゐ
ら
う
。

以
上
を
以
っ
て
、
商
業
り
枇
曾
的
現
象

ω
本
質
は
、
商
品
の
人
格
的
流
通
に
ゐ
る
こ
ご
智
明
ら
か
に
し
得
た
ど

信
?
る
。
而
し
て
私
り
見
る
所
で
は
.
此

ω意
味

ω商
業
現
仙
訴
を
軒
先
ず
る

ω
が
即
ち
商
業
経
掛
撃
で
ゐ
る
。
そ

れ
は
前
節
に
論
T
る
所

ω
商
業
経
営
皐
イ
」
岨
創
立
す
る
》
経
此
官
学
は
吾
々
的
経
泌
活
動
aT
研
兆
し
・
従
っ
て
商
業
経

替
唱
は
商
業
活
副
部
ち
本
質
的
じ
は
長
良
活
動
ぜ
問
問
先
す
る
Q

之
に
謝
し
て
癌
憐
晶
子
は
、
倒
々
の
程
一
世
活
動
一
り
純
…

意
誠
的
結
巣
ご
し
て
一
位
曾
的
に
現
は
れ
京
市
る
経
済
現
象
乞
研
究
し
、
従
っ
て
商
業
経
憐
撃
は
、
商
業
活
動

ω無
意

識
的
結
果
た
る
商
業
現
象
を
研
究
す
る
も
の
で
あ
る
。



従
来
の
商
業
拳
若
〈
は
商
業
関
係
的
諮
皐
に
於
て
は
、

そ
の
内
容
お
よ
び
瞳
系
に
於
て
極
め
て
雑
然
た
る
も
の

が
あ
う

τ、
鑑
管
論
に
近
き
も
の
、
性
律
論
に
近
き
も
の
、
技
術
論
に
逗
き
も
の
、
政
策
論
に
返
さ
も
の
等
が
、

雑
然
ご
じ
て
笹
川
併
論
を
閣
鵠
す
る
有
様
で
ゐ
っ
た
。
最
近
に
至
つ

C
此
の
内
容
ご
健
系
含
整
理
し
、

一
の
皐
問
的

瞳
系
ご
し
て
日
疋
等
り
諸
墜
を
打
も
立

τ、
経
済
事
若
く
は
園
民
極
構
率
的
研
究
ご
し
て
、
之
を
完
成
せ
ん
ご
す
る

傾
向
の
吾
固
に
現
は
れ
た
こ
ご
は
、
注
意
す
ぺ
き
曲
学
界
の
一
一
傾
向
で
あ
ら
う
ど
思
ふ
。
明
私
的
此
の
小
論
は
、
此
の

傾
向
に
於
て
商
業
経
済
皐
佐
考
察
し
た
一
の
試
み
で
ゐ
る
に
遇
ダ
ぬ
。
之
に
謝
し
て
鰹
傍
撃
の
側
に
於
て
も
亦
.

是
等

ω詩
撃
を
粧
管
皐
的
に
一
の
盟
系
ご
し
て
完
成
せ
し
め
ん
ご
す
る
傾
向

ω
ゐ
る
こ
ご
は
、
期
待
し
得
る
所
で

あ
る
。
か
く
し
て
雨
者
が
各
よ
其
の
側
に
於
て
、
相
互
の
盟
系
を
完
成
す
る
に
至
る
こ
ご
は
、
皐
国
抑
り
た
め
に
望

ま
し
い
こ
ご
で
ゐ
ら
う
ご
思
は
れ
る
。
(
四
、
一
一
、
三
O
)

商
業
の
本
質
及
び
高
義
経
梼
皐
に
就
い
て

第
一
一
一
+
巻

ニ
C
北

第
一
一
概

一一
O
丸


